







































                         L. Hearn の多面性 
 
①ジャーナリスト・ハーン         ⑥英文学者・ハーン 
 
 
②教育者・ハーン     L. Hearn      ⑤翻訳家・ハーン 
 
 
    ③民俗学者・ハーン          ④作家・ハーン 







     ①アラン・ローゼン/西川盛雄（2011 4/25）『ラフカディオ・ハーンの英作文教育＝
Lafcadio Hearn’s Student Composition Corrections＝』 弦書房 
②富山大学附属図書館ヘルン文庫/平川祐弘（監修）（2013 3/31）『ラフカディオ・ハ 
ーンの英語教育＝Lafcadio Hearn’s English Lessons＝≪友枝高彦・高田力・中土義
敬のノートから≫』弦書房 
③平川祐弘（編）(2014 10/25)『ラフカディオ・ハーンの英語クラス= Lafcadio Hearn’s 













えばニューオーリンズ時代を中心に、 “A French Translation of Edgar Alan Poe” (The Item,  
1879) の記事があり、19 世紀後半のフランス文学の英語への翻訳（モーパッサン、フローベー
ル、ゴーティエら）、たとえばフローベールの The Temptation of  St. Anthony (1910)（『聖ア







































   (1) “Notes on Creole Proverbs of the West Indies” (TD:: The Times Democrat) --- (1882, 
12/31) 
     (2) “Science and Education” (TD) ---  (1884, 3/11) 
    (3) “The Mental Dictionary” (TD) ---  (1884, 11/16) 
    (4) “Use of the Eye or the Ear in Learning Languages” (TD) --- (1885, 4/11) 
    (5) “A Language Question” (TD) ---  (1885, 5/16) 




 人間の進化における自然法則（natural law）により、言語獲得においては The Eye (文
字）より The Ear （音声）の方が優先される。つまり「話し言語は音声による概念
伝達の原初的媒体である」とする。したがって出来るだけ多く音声による理解を具体
的に進めることが望ましい、とする。 















[５] ミシェル・ブレアル（Michel Bréal）   






れる。Bréal の Dover Edition の引用によれば、 
 
 ・“We have seen languages treated as living beings. We have been told that words 






















  ・“We have the interior vocabulary, but we are so habituated to consult it and make  























・[Birds] The Hototogisu, The Owl, The Kite, The Uguisu (The name of Japanese singing 
bird) 
・[Worms] The fire-fly, The Centipede, The Japanese Spider 
・[Animals]The Tortoise, The Japanese Monkey, The frog    
   ・[Plant] The Botan, The Lotus,  
・[Food]  Rice, Tea,  
・[Festive Day] Hina-matsuri, The birth-day of his Majesty, The weather of the 15th of 
January 
・[Ware] Lacquer Ware   
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  ・[Sports] Fencing, Wrestling, Swimming 
   ・[Landscape] Lake Shinji, Boating On the Lake of Shinji  
・[Religion] Ghosts, Composition (:Creator) , The Seven Dieties of Good Fortune, About 
Kasuga at Matsue, Composition(: Emperror)  
・[Person]  The greatest Japanese   
・[Sending a Letter] To my father, To a Bookseller asking for a book 
    ・[Proverbs] The fox who borrowed the Tiger’s Power,  About the little insects which fly to 
the lamps at night and burn themselves to death     . 
・[Others]  About what I dislike, How did you spend this summer vacation?  What is the 










  ≫添削の事例：     
1. agreeable は<人のマナー>については云えるが、<人の容姿>には用いない。したが
って *agreeable woman は奇妙で、agreeable manner のような使い方が好ましい。  
（以下事例でアステリスク（*）のついたものは不自然な言い方を表わす。） 
2. 生徒の書いた *other many games の事例に関して、語順は*other many ではなく 
many other とする。日本語では「他の多くのゲーム」の語順は良いが、「*多くの他
のゲーム」の語順は少し奇妙である。 
3. tasteful は artistic には用いるが、飲食物には用いない。例えば tasteful dress 
や tasteful decoration は良いが、tasteful food /drink は妥当ではない。 
4. furniture はこれ自体で複数概念をもち、*furnitures とはならない。 
5. rescue は他人を助けるためにのみ用いる。自分を助ける場合には用いない。（生徒の










  a. Very good indeed! Do not be discouraged by your few mistakes. I think you will 




b. I hope you composed all this yourself.;-- but it is so very good that I cannot help 




























日本語への翻訳を試み、平成 25 年（2013）3 月に「富山大学附属図書館ヘルン文庫」と平川
祐弘氏との監修のもとに日の目を見ることになったのである。 
いま一つは、五高時代のハーンの英語授業に関してかつての五高生だった黒岩勝美のノート








・“What do men remember longest?” （人が一番永く記憶に留めるものは何か？） 
  ・”My First Day at School”（はじめて学校へあがった日） 
・“What is eternal in literature?” （文学における不滅なるものは何か？） 





   ・---- Carlyle, having been asked by a student, “What shall I read? ---- “Read 
   that which is eternal.” Comment upon this incident; and write your own  
opinion as to what is “eternal” in good books, ---- considering the word  
“eternal” as referring only to the whole history of human civilization,  









題）の内容は松江時代のそれに比して抽象的で sophisticate されたものになっている。 
次に友枝高彦、黒岩勝美それぞれのノートからハーンが添削した英語の事例を少しみてみる。 
 
  ≫添削の事例㈠（友枝高彦ノートより（抄））： 
1. 時間(刻)と場所を規定する前置詞の使い方の図式的説明を与える。（例 past と to、
across と through の理解のためにそれぞれに時計の図や空間のイメージ・スキーマを
描いて解説している。                                    
    2. 語源（語の謂れ）の説明をコメントすることによって語の理解と関心を深めさせてい
る。たとえば： 
     ・土用は何故 Dog Days なのか？ ・天の川は何故  Milky Way なのか？ 
・「港」の port と harbo(u)r の違い。 (port には harbor と town の両方の意味が混じ





・曜日それぞれの呼称（Tuesday, Wednesday, Thursday, Friday など）は北欧（ゲルマ
ン/チュートン）神話に出て来る神の名前にもとづくものでその謂れの説明をする。 
    ・Buckingham  Nottingham  Birmingham  の-ham は元来デンマーク語由来の語で
あるが、後にこれが接尾辞として機能変化を起こして用いられているものである。 
3.多義牲について：play(遊び)は抽象名詞で複数形はないが同じ綴りでも play(演劇) は 
普通名詞でいろいろな戯曲で複数形を用いることをコメントしている。 
4. たとえば hat と cap の違いのように、似て非なる二つの語（類義語）については図
示することによってその違いを分かり易く説明している。  
5. 「テーブルは木で出来ている」を英文にするに際して生徒は「木」は tree だから”*The  
table is made of tree” としがちであるが、tree とは生きている立木のことであるの
でこれは誤りである。ハーンはここでもう一つの「木」である「材木」を表わす wood 
を提示して”The table is made of wood.” が正解であることを指摘する。 














1．「いろいろな」を表わす語で several を用いれば同じ種類のもの（several games of  
football)、different を用いれば異なった種類のもの（different games of cards) につ
いて用いられることを説明する。 
2．climb はそれ自体で一般的に「登る」という意味であるが、climb down となると「hands
を使って降りること」を表わす。 
3．ここでも語源を知ることの大切さに触れる。たとえば sublime（高尚な、荘厳な）は 
ラテン語の「高尚」を表わす sublīimis に由来する、とコメントする。 
4.「貨幣」についてのコメントで、紙幣（paper-money）には不可算名詞で複数形がない。
しかし coin は可算名詞で複数形があることを指摘する。 
5．英語の I have a family は日本語では「私には妻子がある」の意味が主である。その否 
     定形である I have no family は「私には妻も子もいない。」という意味となる。日本 
語の「私には家族がいない。」では妻子に留まらない点日英間に微妙なニュアンスの
相違がある。 
6. shadow は「影」を表わす一般的な用語であるが、似て非なる shade は「（物の」輪
郭」や時にはシルエットや亡霊（ghost）の意味にもなる。 
















・High regions are never without storms. （高所には嵐はつきもの） 
・The road to hell is paved with good intention.（地獄への道は善意で敷き詰められてい
る。） 
・Walls have ears.（壁に耳あり） 








 ちなみに日本の英語教授法の歴史でハーンが松江・熊本で実践していた明治 20 年代前半の 
ころはまだ日本の英語教授法は確立される状態ではなかった。むしろ模索期として夏目漱石 
が明治 25 年（1892）、若干 25 歳の時に書いた『中学改良策』が早く、ここで将来の英語教育の 
改善策を模索した。その後ロンドン留学から帰国し、帝国大学で教鞭を取り、さらにここを辞した 
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